
ま
た
、
公
式
サ
ッ
カ
ー
が

開
催
で
き
る
用
地
に
つ
き

長
く
親
し
ま
れ
て
い
た

装
計
画
を
認
可
し
た
こ
と

一
身
田
寺
内
町
観
光
振

大
里
地
区
内
の
山
林
を
候

高
田
会
館
（
旧
高
田
青
少

に
よ
り
、
工
事
は
お
七
夜

興
懇
話
会
（
会
長

中
西

補
に
あ
げ
て
い
る
が
、
こ

年
開
館
）
は
、
高
田
本
山

が
終
わ
っ
た
後
、
す
ぐ
に

万
喜
夫
氏
）
は
、
平
成
２５

の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

の
組
織
改
革
と
耐
震
化
の

取
り
か
か
り
、
６
月
末
日

年
１
月

日
、
２
月
３
日

２０

排
水
に
問
題
が
あ
り
、
数

遅
れ
に
よ
り
現
在
閉
館
さ

に
完
成
引
き
渡
し
予
定
と

高
田
会
館
ホ
ー
ル
（
旧
高

津
市
の
将
来
図
を
描
く

会
長
森
錦
一
氏
の
レ
ポ
ー

拝
借
し
総
合
施
設
が
「
サ

年
前
か
ら
一
身
田
自
治
会

れ
て
い
る
。

な
る
。
（
本
山
関
係
者
）

田
青
少
年
会
館
）
で
一
身

「
津
市
総
合
計
画
後
期
基

ト
を
記
載
す
る

オ
リ
ー
ナ
ー
」
と
命
名
さ

連
合
会
の
強
い
反
対
が
表

会
館
は
、
昭
和

年
、

建
物
は
２
階
建
て
、
１

田
レ
ト
ロ
映
画
祭
を
開
催

４８

本
計
画
」
（
案
）
が
発
表

津
市
の
憲
法
と
も
い
え

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の

明
さ
れ
て
お
り
、
目
下
、

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

階
に
は
新
た
に
温
浴
施
設

す
る
。
（
後
援

高
田
本

さ
れ
た
。

年
度
か
ら

る
総
合
計
画
後
期
基
本
計

体
育
館
は
全
国
的
に
名
を

白
紙
の
状
態
で
あ
る
。

的
に
ホ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ

機
能
を
備
え
た
風
呂
を
作

山
）

２５

２９

年
度
ま
で
の
５
年
間
。

画
案
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ

広
め
た
。

ン
、
売
店
、
宿
泊
施
設
を

り
、
地
域
住
民
も
利
用
で

一
身
田
寺
内
町
は
、
昭

一
身
田
は
農
業
や
本
山

れ
た
。
規
模
な
ど
ど
ち
ら

兼
ね
備
え
、
（
財
）
日
本

き
る
。
売
店
や
レ
ス
ト
ラ

和
初
期
か
ら
戦
後
ま
も
な

京
都
に
あ
っ
た
日
活
、
大

百
万
両
の
壺
」
。

を
中
心
に
し
た
観
光
、
環

か
と
い
え
ば
中
途
半
端
で

船
舶
振
興
会
の
補
助
金
を

ン
な
ど
の
運
営
や
管
理
は

い
頃
に
時
代
劇
映
画
の
ロ

映
、
松
竹
な
ど
の
撮
影
場

寺
内
町
ロ
ケ
地
案
内
や

境
問
題
、
周
辺
地
域
で
の

あ
っ
た
今
ま
で
の
体
育
施

得
て
建
て
ら
れ
た
。

民
間
会
社
に
委
託
し
、
新

ケ
地
と
し
て
頻
繁
に
撮
影

か
ら
２
時
間
程
で
来
る
こ

映
画
解
説
も
行
う
。

諸
施
設
の
建
設
な
ど
で
大

設
が
、
こ
の
計
画
案
で
大

高
田
本
山
宗
議
会
が
改

し
い
方
法
で
行
う
。

が
行
わ
れ
、
阪
東
妻
三
郎

と
が
で
き
た
こ
と
が
考
え

き
く
様
変
わ
り
す
る
要
素

き
く
全
面
に
押
し
出
さ
れ

会
か
ら
委
員
１
名
を
選
出

年
度
、
豊
野
団
地
の
各
自

や
大
河
内
傳
次
郎
、
長
谷

ら
れ
る
。
（
一
身
田
寺
内

を
含
ん
で
い
る
。
中
勢
バ

た
格
好
だ
。
つ
ま
り
、
今

豊
野
野
団
地
や
志
登
茂

は
、
平
成

年
に
組
織
化

し
て
組
織
の
立
て
直
し
を

治
会
長
と
防
災
委
員
の
会

川
一
夫
、
嵐
寛
壽
郎
、
田

町
シ
ネ
マ
ッ
プ
）
。

希
望
者
は
必
ず
往
復
ハ

１３

イ
パ
ス
の
完
成
、
総
合
ス

ま
で
多
目
的
公
的
競
技
が

団
地
で
は
住
民
に
よ
る
自

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
は

計
り
、
自
主
防
災
組
織
と

議
を
４
回
持
っ
た
。

中
絹
代
な
ど
当
時
の
銀
幕

映
画
看
板
職
人
と
し
て

ガ
キ
で
応
募
。
先
着
３
０

ポ
ー
ツ
施
設
の
着
工
、
河

で
き
な
か
っ
た
施
設
が
、

主
防
災
の
気
運
が
高
ま
っ

継
続
的
に
活
動
す
る
こ
と

し
て
規
約
と
組
織
体
制
を

月

日
に
呼
び
出
し

の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
が
幾
度

活
躍
さ
れ
、
「
現
代
の
名

０
名
を
招
待
す
る
。

１０

２１

芸
町
三
行
に
で
き
る
「
道

こ
の
こ
と
に
よ
り
〝
開
花

て
い
る
。
以
下
、
豊
野
団

が
難
し
か
っ
た
。

明
確
に
し
た
。

訓
練
・
消
火
訓
練
・
簡
易

と
な
く
訪
れ
た
。

工
」
に
も
選
ば
れ
た
津
市

回
覧
板
で
は

月

日

１２

１５

の
駅
」
。
ま
た
、
「
都
市
再

〟
し
た
格
好
だ
。
そ
れ
に
、

地
の
安
島
潔
氏
の
レ
ポ
ー

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

規
約
改
正
と
し
て
１
年

担
架
の
組
み
立
て
と
救
出

ロ
ケ
地
と
し
て
最
適
で
あ

安
濃
町
在
住
の
紀
平
昌
伸

〆
切
と
な
っ
て
い
る
が
別

生
整
備
計
画
」
に
よ
る
町

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス

ト
を
紹
介
す
る
。

組
織
の
見
直
し
と
体
制
の

交
代
か
ら
３
年
以
上
継
続

訓
練
・

に
よ
る
蘇

っ
た
の
は
、
長
い
土
塀
や

氏
の
映
画
看
板
制
作
の
苦

途
対
応
す
る
。

A
E
D

並
み
保
存
問
題
等
々
。

リ
ン
グ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
吉

確
立
の
た
め
に
、
自
治
会

可
能
案
が
豊
野
団
地
の
連

生
訓
練
・
炊
き
出
し
訓
練

環
濠
、
戦
火
に
遭
わ
ず
残

労
話
や
映
画
に
関
わ
る
楽

一
身
田
地
区
連
合
自
治
会

田
沙
保
里
選
手
の
名
前
を

豊
野
団
地
自
主
防
災
会

が
主
体
と
な
っ
て
６
自
治

合
自
治
会
総
会
で
承
認
さ

を
参
加
者
１
３
０
名
で
行

っ
た
古
い
街
並
み
が
舞
台

し
い
話
も
あ
る
。

詳
し
く
は
、
津
市
ス
ポ

れ
た
。

っ
た
。
こ
の
訓
練
に
は
津

に
似
つ
か
わ
し
く
、
ま
た
、

映
画
上
映
は
１
月

日

ー
ツ
文
化
振
興
部
文
化
振

２０

高
田
保
育
園
（
園
長

に
仏
教
精
神
を
基
と
し
た

啓
蒙
活
動
と
し
て
、
津

北
消
防
署
と
一
身
田
消
防

津
市
で
一
番
最
初
に
鉄
道

「
無
法
松
の
一
生
」
。
２

興
課

電
話

（
２
２
９
）

栗
眞
恵
光
氏
）
は
、

月

教
育
、
保
育
を
行
う
た
め

市
危
機
管
理
課
防
災
室
の

団
に
応
援
を
要
請
し
た
。

が
敷
か
れ
た
こ
と
も
あ
り

月
３
日
「
丹
下
左
膳
余
話

３
２
５
０

１１

日
、
高
田
福
祉
事
業
関

に
は
、
よ
り
広
い
場
所
で
、

講
師
に
よ
る
勉
強
会
を
開

役
員
会
は
毎
月
１
回
定

１４係
者
、
設
計
・
施
工
関
係

よ
り
安
全
で
、
の
び
の
び

催
。
備
え
付
け
消
火
器
の

期
的
に
開
催
さ
れ
て
い

４
回
目
は
３
月

日
に
高

名
は
高
田
新
一
君
。
一
身

３１

者
、
地
元
の
自
治
会
長
を

と
し
た
環
境
が
求
め
ら
れ

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
期
限

る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の

一
身
田
観
光
振
興
懇
話
会

田
本
山
御
影
堂
で

三

田
の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ

F
M

来
賓
に
迎
え
、
新
園
舎
建

て
い
る
」
と
、
栗
眞
園
長

切
れ
や
不
具
合
品
の
取
り

訓
練
な
ど
を
一
層
改
善
し

一
身
田
寺
内
町
と
高
田

重
公
開
コ
ン
サ
ー
ト
（
２

ん
津
、
伊
賀
な
ど
県
外
に

設
の
起
工
式
を
行
っ
た
。

は
語
る
。

替
え
を
行
っ
た
。

実

て
豊
野
団
地
の
防
災
力
を

本
山
が
共
に
「
観
光
の
町

５
弦
箏
奏
者

中
井
智
也

も
出
歩
く
ヤ
ン
チ
ャ
な
子

同
協
会
会
長
の
常
磐
井

新
園
舎
は
、
ス
ー
パ
ー

務
訓
練
と
し
て
、
本

高
め
て
い
き
た
い
。

寺
内
町
」
を
も
っ
と
沢
山

氏
）
を
企
画
し
て
い
る
。

ど
も
で
あ
る
。
そ
の
し
ん

氏
、
設
計
事
務
所
の
藤
川

ぜ
に
や
前
の
旧
慈
光
院
跡

の
方
々
に
散
策
し
て
頂
け

ま
た
、
小
看
板
を
随
所
に

坊
君
が
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ

氏
、
施
工
主
の(

株)

鴻
池

地
に
敷
地
面
積
４
，
２
７

る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し

取
り
付
け
、
ほ
っ
と
ガ
イ

ラ
ン
プ
リ
ー
２
０
１
２
」

組
の
早
氏
が
代
表
園
児
約

９
㎡
、
建
物
面
積
１
，
０

て
い
る
会
で
あ
る
。

ド
の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て

に
参
加
し
た
。

名
が
見
守
る
な
か
で
鍬

２
４
㎡
で
現
園
舎
の
４
倍

今
年
度
の
主
た
る
事
業

頂
い
て
い
る
。

月

日
に
埼
玉
県
羽
生

４０

１１

２５

入
れ
式
を
行
っ
た
。

の
広
さ
と
な
る
。
懸
案
と

は
、
レ
ト
ロ
映
画
祭
。
第

高
田
本
山
、
自
治
会
、
婦

で
開
か
れ
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ

高
田
保
育
園
は
昭
和

な
っ
て
い
た
駐
車
場
や
狭

１
回
目
は
野
外
映
画
会
を

人
会
、
商
工
振
興
会
、
ほ

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
全
国
４

４８

年
現
在
地
に
建
て
ら
れ

い
運
動
場
問
題
が
一
気
に

８
月
に
行
っ
た
。
第
２
回

っ
と
ガ
イ
ド
会
、
町
の
有

７
都
道
府
県
か
ら
８
６
５

た
。
当
時
は
瀟
洒
な
白
亜

解
消
さ
れ
る
。
広
い
土
地

目
・
３
回
目
は
そ
れ
ぞ
れ

志
、
津
市
観
光
課
、
文
化

体
が
参
加
。
み
ご
と
６
４

の
建
物
で
あ
っ
た
が
、
老

を
得
た
こ
と
か
ら
園
児
に

１
月

日
と
２
月
３
日
に

課
等
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

７
位
？
！
に
入
っ
た
。
津

２０

朽
化
や
園
児
数
の
増
加
に

よ
る
野
菜
や
草
花
作
り
な

映
画
会
行
う
。

さ
れ
て
い
る
。

市
か
ら
は
「
し
ろ
も
ち
」

よ
り
手
狭
と
な
っ
て
い

ど
よ
り
食
育
教
育
に
も
力

君
や
「
ゴ
ー
ち
ゃ
ん
」
な

た
。

少
子
化
や
幼
保
一

を
入
れ
る
。
園
児
数
は
定

ど
５
体
が
参
加
し
た
。

体
化
（
子
ど
も
園
）
、
待

員

名
か
ら
定
員
１
１
０

９０

機
児
童
の
解
消
問
題
な
ど

名
と
な
る
。
一
部

２
階

七
夕
ま
つ
り
や
盆
踊

ク
タ
ー
「
し
ん
坊
」
君
が

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
の

建
て
、
総
工
費
２
億
４
，

り
、
寺
内
町
ま
つ
り
な
ど

全
国
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ

船
出
と
な
る
。

０
０
０
万
円
、
完
成
は

で
大
活
躍
の
一
身
田
商
工

た
。
し
ん
坊
君
は
平
成
１９

「
明
日
を
担
う
子
ど
も
達

平
成

年
４
月
予
定
。

会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

年
生
ま
れ
の
男
の
子
。
本

２５

一 身 田 の 新 聞 平成２４年１２月号



ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
盆
踊
り
大
会
、
敬

老
の
つ
ど
い
、
親
子
凧
揚

げ
大
会
に
も
積
極
的
に
協

一
身
田
婦
人
会
は
月
１
回

力
し
て
い
る
。

本
部
役
員
８
人
で
会
議
を

公
民
館
主
催
の
寿
大
学
に

行
っ
て
い
ま
す
。
津
婦
連

月
に
一
度
、
日
曜
（
ま
た

ど
も
た
ち
と
た
の
し
ん
で

は
毎
月
、

人
を
越
え
る

の
会
長
会
議
で
そ
の
月
ご

は
土
曜
）
の
午
前
、
志
登

い
ま
す
。
ピ
ア
ニ
カ
に
合

５０

会
員
が
参
加
し
て
学
習
し

と
の
行
事
の
流
れ
を
役
員

茂
会
館
に
お
い
て
、
４
人

わ
せ
て
む
か
し
ば
な
し
に

て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
年

全
員
で
意
見
を
出
し
合
い

の
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
て
い

ち
な
ん
だ
歌
や
、
「
津
（
一

は
、
津
警
察
署
の
交
通
安

役
割
分
担
を
決
め
て
い
ま

ま
す
。
今
年
３
月
に
誕
生

身
田
）
の
う
ま
い
も
ん
の

一
身
田
地
区
社
会
福
祉

全
運
動
に
協
力
し
て
市
内

す
。
婦
連
の
行
事
は
も
ち

し
ま
し
た
。

う
た
」
な
ど
も
歌
っ
て
い

協
議
会
（
会
長

望
木
幹

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
り
、
ろ
ん
、
地
域
の
行
事
も
数

な
つ
か
し
い
絵
本
や
新
し

ま
す
。
大
人
の
方
も
大
歓

雄
氏
）
は
、
お
年
寄
り
と

才
以
上
の
方
の
家
へ
邪

多
く
あ
り
、
人
員
の
動
員

い
絵
本
、
ア
ニ
メ
で
は
知

迎
、
読
み
手
、
語
り
手
も

６５

子
ど
も
達
と
の
ふ
れ
あ
い
、

魔
し
て
交
通
安
全
を
呼
び

が
悩
み
の
種
で
す
。

っ
て
い
て
も
身
近
な
人
か

募
集
し
て
い
ま
す
。
応
援

地
域
の
元
気
づ
く
り
の
一

か
け
た
。

地
区
の
役
員
さ
ん
、
会
員

ら
は
語
ら
れ
る
こ
と
が
少

に
き
て
く
だ
さ
い
。

環
と
し
て
「
一
身
田
元
気

ま
た
、
女
性
部
が
中
心

の
皆
さ
ん
更
な
る
お
手
伝

な
く
な
っ
た
「
む
か
し
ば

づ
く
り
凧
揚
げ
大
会
」
を

と
な
っ
て

才
以
上
の
方

い
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
し
」
な
ど
を
小
さ
い
子

８８

来
年
２
月

日
午
前
９
時

々
の
自
宅
を
訪
問
し
て
い

１０

か
ら
身
障
者
セ
ン
タ
ー
グ

る
。

齢
福
祉
課
か
ら
の
依
頼
に

い
る
。
ま
た
、
ひ
と
り
暮

ラ
ン
ド
で
行
う
。

今
回
で

よ
る
も
の
で
、
津
市
民
生

ら
し
実
態
調
査
で
は
、
戸

こ
の
大
会
は
４
回
目
と
な

委
員
児
童
委
員
連
合
会
が

籍
上
は
一
人
で
も
同
一
敷

一
身
田
寺
内
町
の
館
は
、

り
、
一
身
田
の
冬
の
風
物

一
身
田
地
区
民
生
委
員
児

調
査
・
登
録
を
行
っ
て
い

地
内
ま
た
は
隣
家
に
親
族

寺
内
町
の
伝
統
文
化
や
文

ー
の
場
と
し
て
平
成

年

月

日
に
寺
内
町
ま

１４

１１

１８

詩
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。

童
委
員
協
議
会
（
会
長

る
。
登
録
に
つ
い
て
は
、

が
い
る
場
合
は
対
象
外
と

化
財
を
守
り
、
歴
史
的
な

月
開
館
し
た
。

つ
り
に
合
わ
せ
て
記
念
式

１１

前
一
身
田
小
学
校
校
長

福
田
勝
二
氏
）
は
、

月

万
が
一
の
場
合
に
円
滑
な

な
る
。

町
並
み
を
伝
え
て
い
く
と

今
年
創
立

周
年
を
迎

典
を
行
っ
た
。
一
身
田
の

１０

１０

の
坂
井
田
先
生
の
指
導
で

ん
か
」
と
、
老
人
会
や
自

ブ
連
合
会
（
会
長

中
村

下
旬
～

月
初
旬
に
災
害

情
報
伝
達
や
災
害
時
に
自

民
生
委
員
に
は
守
秘
義
務

共
に
、
市
民
及
び
地
域
の

え
、
入
館
者
は
１
０
万
９
，
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て

１２

老
人
会
や
自
治
会
が
協
力

治
会
は
呼
び
か
け
て
い

征
義
氏
）
は
、
第
一
、
第

時
要
援
護
者
登
録
と
ひ
と

力
避
難
に
困
難
が
伴
う
事

が
あ
り
、
預
か
っ
た
大
切

各
団
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

０
０
０
人
余
を
越
え
た
。

期
待
が
高
ま
る
。

す
る
。

る
。
尚
、
子
ど
も
だ
け
の

二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、

り
暮
ら
し
高
齢
者
調
査
を

が
予
想
さ
れ
る
方
が
、
必

な
個
人
情
報
を
漏
ら
す
こ

凧
の
制
作
は
来
年
１
月

参
加
も

で
あ
る
。

大
古
曽
、
中
野
、
上
津
部

行
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、

要
な
支
援
を
受
け
る
た
め

と
は
な
い
。
来
年
以
降
も

約
４
３
０
個
の
キ
ャ
ッ

行
な
う
。
宅
配
料
は
個
人

地
域
や
団
体
が
集
め
る
の

２０

O
K

日
（
日
）
午
前
９
時
～
一

参
加
賞
や
優
秀
作
品
賞
も

田
、
豊
野
、
桜
町
の

地

津
市
の
福
祉
政
策
課
と
高

に
個
人
情
報
を
登
録
し
て

継
続
す
る
予
定
。

プ
で
１
０
円
の
ワ
ク
チ
ン

負
担
。

で
あ
れ
ば
専
用
の
箱
も
あ

１０

身
田
小
学
校
体
育
館
で
、

用
意
し
て
い
る
。
詳
し
い

区
、
約
７
０
０
人
を
抱
え

代
が
、
２
０
円
で
一
人
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資

る
（
箱
代
は
有
料
）
。

同
２
月
３
日
（
日
）
一
御

事
は
回
覧
板
で
連
絡
す

る
会
で
あ
る
。
今
年
の
主

な
い
」
と
云
う

収
益
金
で
発
展
途
上
国
の

子
ど
も
の
命
が
救
え
る
。

源
率
は
全
国
平
均

％
と

貧
困
に
喘
ぐ
国
々
の
子

３７

田
会
館
（
時
間
未
定
）
で

る
。

な
活
動
は
春
・
秋
の
旅
行
、

考
え
か
ら
始
ま

子
ど
も
達
に
ワ
ク
チ
ン
を

津
市
久
居
戸
木
町
４
８

低
い
（
同

ｂ
）
。

ど
も
達
の
命
・
も
っ
た
い

w
e

行
う
。
「
親
子
の
ふ
れ
あ

新
年
の
初
詣
、
な
ば
な
の

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
は
、
り
、
織
化
さ
れ
全
国
に
広

送
る
運
動
で

エ
コ

５
７
の
１
８
（
株
）
サ
ン

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、
ラ
ベ

な
い
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
環

N
P
O

い
や
地
域
住
民
と
の
コ
ミ

里
バ
ス
を
利
用
し
て
の
旅

神
奈
川
県
の
学
生
達
が
「
ペ

め
ら
れ
た
。

キ
ャ
ッ
プ
推
進
協
会
（
本

エ
イ
、
電
話
（
２
５
６
）

ル
を
剥
が
す
こ
と
で
再
試

境
問
題
等
に
つ
い
て
、
考

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
作
り
に

行
は
大
変
な
人
気
が
あ
り
、
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ

部
・
横
浜
市
）
が
運
営
す

２
８
３
９
に
宅
配
便
で
送

減
率
は
高
ま
る
。
数
量
に

え
、
行
動
す
れ
ば
ま
た
新

凧
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ

一
身
田
地
区
老
人
ク
ラ

参
加
者
も
多
か
っ
た
。

を
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い

ッ
プ
を
集
め
、
売
却
し
た

る
。

れ
ば
諸
手
続
は
同
会
社
が

関
係
な
く
受
け
付
け
る
。

た
な
世
界
が
開
か
れ
る
。

私
が
一
身
田
に
住
む
よ

若
か
っ
た
私
に
は
、
そ
の

歳
～

歳
の
間
が
見
事
に

服
と
い
っ
た
イ
ケ
イ
ケ
ス

済
䢧
今
の
日
本
人
は
見
え

真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
紅
葉

二
位
は
、
道
路
が
）
つ
む

26

う
に
な
っ
た
の
は
今
か
ら

良
さ
、
魅
力
が
分
か
ら
ず
、
一
致
し
、
津
の
町
に
も
驚

タ
イ
ル
で
町
を
闊
歩
。
東

な
い
明
日
を
ど
う
生
き
る

や
毛
無
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

（
渋
滞
す
る
）
。
第
三
位

ち
ょ
う
ど

年
前
、

歳

正
直
に
い
え
ば
「
ず
い
ぶ

異
的
な
好
景
気
の
波
が
寄

京
の
デ
ィ
ス
コ
、
「
マ
ハ

か
暗
中
模
索
し
て
い
ま
す
。
道
端
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
く

ち
ょ
っ
と
古
い
が
、
８

は
、
え
ら
い
（
疲
れ
る
）
。

28

20

の
時
で
し
た
。
中
野
の
ア

ん
と
静
か
な
町
だ
な
ぁ
」

せ
て
い
ま
し
た
。
大
門
商

ラ
ジ
ャ
」
や
「
ジ
ュ
リ
ア

こ
の
世
の
春
を
謳
歌
し
た

花
な
ど
で
す
。
ま
た
３
人

月

日
の
伊
勢
新
聞
に
に

第
四
位
は
、
あ
ば
ば
い
（
ま

１９

パ
ー
ト
の
一
室
を
借
り
、

と
い
う
感
じ
で
し
た
。

店
街
に
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

ナ
東
京
」
の
よ
う
に
踊
り

日
本
は
遠
い
過
去
の
彼
方
。
の
息
子
達
が
通
学
路
に
し

三
重
の
こ
と
ば
散
策
「
こ

ぶ
し
い
）
。
第
五
位
は
、

親
元
か
ら
独
立
し
て
暮
ら

時
は
昭
和

年
頃
か
ら
続

ズ
ブ
ラ
ン
ド
、
い
わ
ゆ
る

明
か
し
た
も
の
で
す
。

私
も
今
年
で

歳
に
な

て
い
る
小
道
な
ど
䢧
子
供

れ
ぞ
三
重
弁
」
の
記
事
が

と
ご
る
（
沈
む
）
。
第
六

40

48

す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
く
高
度
経
済
成
長
期
が
終

Ｄ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
の
店
が
乱

終
身
雇
用
、
年
功
序
列
を

り
高
３
の
長
男
を
筆
頭
に

が
い
な
か
っ
た
ら
決
し
て

あ
っ
た
。
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

位
は
、
あ
か
ん
（
ダ
メ
）
。

基
本
と
し
た
雇
用
情
勢
も

３
人
の
息
子
に
恵
ま
れ
ま

通
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で

は
皇
學
館
大
学
の
神
田
卓

第
七
位
は
、
ご
う
わ
く
（
腹

良
く
、
真
面
目
に
働
き
さ

し
た
。
人
生
の
折
り
返
し

し
ょ
う
。
そ
う
、
私
の
家

朗
さ
ん
と
い
う
大
学
の
先

が
立
つ
）
。
第
八
位
は
、

え
す
れ
ば
誰
も
が
人
並
み

を
過
ぎ
、
改
め
て
一
身
田

族
や
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

生
。
三
重
県
の
方
言
に
つ

ほ
る
（
捨
て
る
）
。
第
九

に
生
活
で
き
、
結
婚
、
出

の
町
を
歩
く
と
、
自
分
の

を
、
い
つ
の
時
代
で
も
、

い
て
県
内
出
身
者
の
学
生

位
は
、
ケ
ッ
タ
（
自
転
車
）

産
、
子
育
て
へ
の
不
安
も

体
が
自
然
の
一
部
で
あ
る

人
生
の
い
か
な
る
時
で
も

４
２
７
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

第
十
位
は
、
～
や
ん
（
否

当
時
の
一
身
田
は
現
在

わ
り
、
そ
の
後
に
出
現
し

立
し
、
こ
ん
な
狭
い
津
市

少
な
く
、
将
来
へ
の
夢
も

こ
と
に
気
づ
き
、
今
ま
で

変
わ
ら
な
い
温
か
さ
で
包

調
査
を
し
た
。
そ
の
結
果

定
の

な
い
）
。
以
下
、

と
比
べ
て
も
、
そ
う
大
き

た
バ
ブ
ル
景
気
の
真
っ
最

に
も
デ
ィ
ス
コ
が
数
件
あ

語
り
あ
え
る
時
代
で
し
た
。
見
え
な
か
っ
た
も
の
に
目

ん
で
、
守
っ
て
く
れ
て
い

は
？
！
。
こ
れ
ぞ
三
重
弁

さ
さ
っ
て
（
３
日
後
）
、

な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
で
し
た
。
１
９
８
６
年

り
ま
し
た
。
女
性
達
は
肩

そ
の
後
、
突
然
訪
れ
た

が
行
き
ま
す
。
華
や
か
な

る
の
が
一
身
田
だ
と
気
づ

こ
の
一
身
田
の
魅
力
を

の
ベ
ス
ト
⑩
を
紹
介
す

ち
み
ぎ
る
（
つ
ね
る
）
と

専
修
寺
を
中
心
に
環
濠
に

～
１
９
９
１
年
の

カ
月

パ
ッ
ド
の
入
っ
た
ボ
デ
ィ

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
。
そ
し

バ
ブ
ル
経
済
の

遥
か
以
前

き
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て

次
世
代
に
受
け
渡
し
て
い

る
。
、

続
く
。

51

囲
ま
れ
た
趣
の
あ
る
古
い

に
及
ん
だ
好
景
気
と
私
の

コ
ン
ス
タ
イ
ル
、
髪
は
ワ

て
そ
の
後

年
以
上
続
く

か
ら
偉
容
を
見
せ
る
専
修

一
身
田
の
良
さ
や
魅
力
を

く
の
が
私
た
ち
の
責
務
か

栄
光
の
第
一
位
は
、
（
机

皆
さ
ん
！
い
く
つ
使
っ

20

街
並
み
䢧
し
か
し
、
ま
だ

青
春
時
代
、
ち
ょ
う
ど

ン
レ
ン
グ
ズ
、
男
性
は
黒

低
成
長
時
代
䢧
政
治
、
経

寺
御
影
堂
の
大
伽
藍
や
、

再
認
識
し
て
い
ま
す
。

も
し
れ
ま
せ
ん
。

を
）
つ
る
（
運
ぶ
）
。
第

て
ま
す
？
！
。
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一 身 田 の 新 聞 平成２４年１２月号


